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V338b CTA 大口径望遠鏡初号機建設に向けた光学系最終デザインと品質管理
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CTA(Cherenkov Telescope Array)計画は、主鏡口径の異なる複数の種類の撮像型大気チェレンコフ望遠鏡数
十台をアレイ状に配置する。チェレンコフ望遠鏡は、宇宙から飛来する高エネルギーガンマ線が地球大気に突入
後発せられる「チェレンコフ光」を検出することで、間接的にガンマ線を観測する方式であり、CTAにて、観測
可能エネルギー領域の閾値 (下限)をチェレンコフ望遠鏡未踏の 20 GeVまで到達させる予定である。そのために
は、直径 23mの最大主鏡口径を有する大口径望遠鏡 (Large Size Telescope: LST)にて、かつてないほど高い集
光性能で大気中からの微弱なチェレンコフ光を検出することが必要不可欠であり、光学系はキーとなるエレメン
トである。現在、CTA北サイト、スペイン・カナリア諸島ラパルマ島にて LST初号機の建設が開始されており
１年以内の完成を目指している。LSTの開発・建設に日本は主要な役割を担っている。主鏡には辺辺が 1.51mの
六角形の分割球面鏡約 200枚が焦点距離 28mの放物面状に配置される。その分割鏡全て日本にて生産が進められ
ており、’2f法’にて鏡面精度の全数評価を行っている。また、望遠鏡構造体のたわみにより分割鏡の光軸にずれ
が生じるが、個々の分割鏡の向きを観測中にも能動的に補正するシステム『Active Mirror Control』を備えてお
り、望遠鏡試験部分構造体を用いた屋外試験により 14秒角以内にて補正可能なことを示した。本講演では、LST
の光学系最終デザインを紹介し、LST初号機建設に向けた光学系コンポーネントの製造状況とその性能・品質管
理について報告する。


